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情報認知科学レジュメ 

第10回 
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確証バイアス（前回の続き） 

 自分の信念を確証する証拠のみを集めようとする傾
向（自分の信念の向かないものには注意が向かない） 

 ４枚のカード問題 

 P→Qのとき，PとQを選択する 

第一印象 

最初に抱いた印象をより確実なものにするように観察する 

少年犯罪 

少年の犯罪に注目が集まり，そのほかの犯罪が軽視される。 
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選択問題① 

 【問１】あなたの目の前に，２つの選択肢が表示される。 

 この時，人々はほぼ１を選ぶ。人間は保守的なのか？ 

 １：１００万円が無条件に手に入る。 

 ２：半分の確率で２００万円が手に入る。 

 【問２】２００万円の負債を抱えているとき，以下の２つの選
択肢が表示される。 

 この時，多くの人は２を選ぶ 

 １：無条件で負債が１００万円減額される。 

 ２：半分の確率で支払いが全額免除され，半分の確率で負債
総額が変わらない。 
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選択問題②―プロスペクト理論 

 人は利益を得るという文脈と，損をするという文脈
では，同じ金額に対して異なる価値を割り振る。 

利益：リスクを回避し，保守的になる。 

損失：リスクを好み，賭けに出る。 
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フレーミング効果と参照点 

 ６００人の人を死亡させる可能性のある病気が発生し
た。 

対策A：この対策により２００人が助かる。 

対策B：この対策により６００人が助かる確率は1/3で，誰
も助からない確率は2/3。 
 AとBでは，Aを選ぶ人が多い。 

対策C：この対策により４００人が死ぬ。 

対策D：この対策により誰も死なない確率は1/3で，６００
人が死ぬ確率は2/3。 
 A=C，B=Dであるのに，表現方法が異なるだけで，CとDではDを
選ぶ人が増える。 
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まとめ 

 代表性ヒューリスティックス 

 類似に基づくヒューリスティックス。 

 観察対象の顕著な特徴とカテゴリーの代表例との比較。 

 利用可能性ヒューリスティックス 

 思い出しやすさに基づくヒューリスティックス。 

 確証バイアス 

 自らの信念を確証するデータにのみ注意を向ける（反証データを無
視する）。 

 P→Qなのに，P⇔Q（対称性推論）が成立すると考えてしまう。 

 選好判断 

 プロスペクト理論に従う。儲けの領域では保守的，損失の領域では向
こう見ずになる。 
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思考の文脈依存性，敏感性（概観） 

 統計・確率的推論 

 ４枚カード・アゲイン 

 進化と推論 

 理論と人間 

7 

データによる信念の更新① 

 あることを信じている度合いは，新たなデータを
得ることにより，絶えず変化する。 

あるものを信じる度合いは，all or nothingではない。 

 カードを裏返す 

 着歴 

 血液型 

 信念変化の規範理論＝ベイズ 
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データによる信念の更新② 

 ―例：血液型 

 日本人の血液型は，A:O:B:ABがほぼ4:3:2:1になっ
ている。 

 山田さんがB型である確率は？→2/10 

 ある日，山田は自分がA型ではないと述べた。 

 その場合，山田さんがB型である確率は？→2/6 
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データによる信念の更新③ 

 ―ベイズの定理 

 H：仮説（B型では？），D：データ（「Aではない」発言） 
 P（H｜D）＝ P（D∧H）/P（D） 
 P（H｜D）＝ P（D｜H）P（H）/P（D） 
 P（notA｜B）＝1/3 

 P（B）＝2/10 

 P（notA）= P（notA｜B）P（B）＋ P（notA｜O）P（O）＋ P（notA
｜AB）P（AB）＝…＝6/30 

 P（H｜D）＝2/30÷6/30＝2/6 

 

 基礎統計とってる人は楽だねｗ 
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データによる信念の更新④ 

 ―ベイズの定理の演習問題 

 以下の問いを解くことは必修ではない。 

 【タクシー問題】タクシーがある夜ひき逃げをした。その町では，
85%が緑タクシー，残りは青タクシーだ。目撃者は青タクシーが事
故を起こしたといったが，同様の状況で彼の視力の確からしさを測
定したとき，80%の信頼率であった。され，事故を起こしたのが本当
に青タクシーである確率を求めよ。 

 答えは41%（基礎統計のいい試験勉強ｗ）。 

 【診断問題】４０代の乳がんの比率は1%。乳がんを持つ人に検査を
行うと，８０％の確率で乳がんであるという結果が出る。一方，乳が
んを持たない人に検査を行うと，9.6％の確率で乳がんだという結
果が出る。ある女性がこの検査の結果乳がんであるとされたが，こ
の女性が実際に乳がんである確率はどれほどか。 

 答えは7.8%（基礎統計のいい試験勉強ｗｗ） 
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データによる信念の更新⑤ 

 ―診断問題（頻度） 

 ある医者が奇妙な病気を発見した。彼が検査方法を
思いつく。１０００人の人を診断し，１０人がこの病気に
かかっていた。１０人のうち，８人が検査で陽性とでた。
一方，この病気ではなかった残り９９０人の患者のうち
９５人がこの検査で陽性となる。さて，ある人がこの検
査を受けたところ，陽性と出た。この人が実際に病気
にかかっている確率は？ 

 答えは8/(8+95) 

 先ほどの乳がんの問題と全く同じ問題なのに，この問
題は感覚的にわかりやすく，乳がんの問題はわかり
にくい（or答えがわからない）。 
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データによる信念の更新⑥ 

 ―人間の確率推論の形式 

 生物は継時的な情報の生起を符号化して，制度情報
を更新する（蟻・蜂・アヒルなど） 

 人間も含めた生物の確率処理は頻度情報（例：1000

人中10人が…）に基づくものである。 

 この確率処理システムに，頻度以外のフォーマットを
与えても，うまく動作しない。 

 実際，頻度表現の場合は正答率が５０％程度である
のに対して，確率表現では正答率が１０～２０％程度。 
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データによる信念の更新⑦ 

 ―義務論的４枚カード問題：許可スキーマ 

 義務論的４枚カード問題：許可スキーマ 

 もし入国するならば，予防接種リストにコレラが含まれて
いなければならない。この規則を守っていない入国者を
見つけるには，どの入国カードを裏返せばよいか。 

  【予防接種（コレラを受けているという明記）】 

  【予防接種（コレラに関する記述なし）】 

  【入国】  【出国】 

 【予防接種（コレラに関する記述なし）】と，【入国】を裏返
せばよい。前回の４枚カード問題よりも，はるかに容易。 

14 

データによる信念の更新⑧ 

 ―実用的推論スキーマ 

 許可スキーマ 

 ある行為をするためにはその前提を満たさなければなら
ない。 

 ある行為をしたいのならば，その前提を満たす必要はな
い。 

前提を満たしているのならば，その行為を行ってもよい。 

前提を満たしていないのならば，その行為を行ってはなら
ない。 

 人は問題の意味（許可）を考慮したルールを持ってい
る。 

 意味が共通である場合には，広い範囲に適応可能。 
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データによる信念の更新⑨  

 ―４枚カード問題の同型問題 

 弁護士活動をするなら，
司法試験にパスする必
要。 

弁護活動をしている 

弁護活動をしていない 

司法試験にパスした 

司法試験にパスしてい
ない 

 おやつを食べるのなら，
野菜を食べる必要。 

おやつを食べている子 

おやつは食べない子 

野菜を食べた子 

野菜を食べなかった子 
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